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　Hot　water 　extract 　of 　the　aerjal　parts　of　Yacon （Smallanthus　sonchifo 〃a ，　Compositae ）

suppressed 　the　elevation 　of 　glucose　levels　after 　loading　starch　in　normal 　rats ，　Activity−

guided　fractionation　of 　the　extract 　for　maltase 　inhibition　resulIed 　in　the　isolation　of 　three

known　 dicaffeoylquinic　 acids ．　 The 　 structure 　 of 　 the　 compQund 　 showing 　 the　 most

potent　 activity （ICso： 26μ g！mL ）was 　determined　as　3，4−dicaffeoylquinlc　 acid （3 ，
4−

DCQA ）by　spectroscopic 　evidence ．　 These　dicaffeoylquinic　acids 　also 　showed 　α
一

amy ］ase 　lnhibitory　activities ．　　 3，4−DCQA 　and 　3，5−DCQA 　dose−dependently　exhibited

hypoglycemic 　activities 　after 　loading　starch 　indicating　that　dicaffeoylquinic　acids 　in　the

Yacon 　exIract 　arc　the　main 　ac重ive　components 　related 重o 　thc　reduction 　in　blood　glucose
levelS．

Keywords ： Yaco 臓
，　Sma 〃anthus 　sonchifolia ，　 hypoglycemic　 activity，α

一glucosidase

量nhibitory 　activity ，dicaffeoylquinic　acid

　　　　　　　　　　　　緒言

　 ヤ
ー

コ ン （Lnymallanthus 　sonchifolia ）は ア ン デス 山 地 原

産の キク科植物 である．地 下部 には 甘藷状の 塊 根があり，ア ン

デス で は
“
apple 　of　the 　earth

”
と呼 ば れ，生 食され て い る他，

若葉は ス ー一プ や サラダにして食 され て い る D．日本 には 1985

年に ニ ュージー
ラン ドを経 て導 入 され，Ohyama ら m により多量

の フ ラク トオ リゴ 糖を含 むこ とが 明 らか に され た ことを契機 に利

用研 究 が進 み 現在で は 国 内各地 で 栽培 され て い る．

　我 々 はヤーコ ン 地一ヒ部の 熱水抽出 エ キス に血 糖上 昇 抑制

活性 を見 出し，また 肥満を伴わない fi型 糖尿 病 モ デル で ある

KK マ ウス を用い たブ ドウ糖負荷試験 に お い て，食後過血 糖

抑 制 作 用 を有することを確認 して い る．こ の ヤーコ ン 地 上部 の

血 糖 上 昇 抑 制 活 性 発 現 に は 胃内 グル コ
ー

ス 排 出速度の 遅延

効 果，α 一グル コ シ ダーゼ 阻 害など複数の 機序が 関与 して い る

ことを報告して い る
／1）．

　最近，Aybar ら
1）
もヤ

ー
コ ン 葉の 熱 水 エ キス が血 糖値を下げ

ることを報告 して い るが，その 活性 本 体 は 未 だ 明らか で は ない ，

今回，ヤ
ー

コ ン 地 h部熱水 エ キス をマ ル ターゼ 阻害活性を指

標 に 分離を進め た 結果，3，4一ジ カフ ェ オ イル キナ 酸が 強力か

つ 選択的な マ ル タ
ーゼ 阻 害活 性 を有 することを見 出した．また，

共 存する ジカフ ヱ オ イル キナ 酸 の 位 置異 性 体にア ミラ
ーゼ阻

害活性が 認められ，これ らの ジカ フ ェ オイル キナ酸は糖負荷試

験 にお い ても有意な血 糖 上 昇抑制作用を示したの で 報告す

る、

（89）
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　　　　　　　　　　　　結果

1．ヤー
コ ン 熱水 エ キス の デ ン プ ン負 荷血 糖上 昇抑 制作 用

　 正 常ラッ トに デ ン プン 291kg と同 時 にヤーコ ン熱水 エ キ ス

（YWE ）を経 口 投 与 した時 の 血糖 値の 推 移 を Fig、1 に示 した．
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arch 　 load   g 血normai　rats ．　 Sampte 　was 　adrnini：tered 　erally　tc）

thcr 　with 　toading　of　Starch（2　g！kg ）． 　Each　poL 【 IL 　shows　the　IIIea ［1

5 ．ヒi， 　of　5　ani凧als．　＊：Pく0 ．05　and＊＊：Pく0、Ol　ve「sus　c〔

nt 「01s 対照群 燉 べ ， WEO ．5 醜 投 与 によ り

分 及 び45 分 後 の血糖値 が有 意に低 値を示した（Pく 0 ．05 ） ．

た，YWE 　lgtkg 投 与 群で は 15 分 後 から 60 分 後 ま

の血 糖 値 が 対照 群 に較 べ有意 に低値を示した（ P く 0 ， 05，45分

みP く 0， 01 ） ． 2 ． α一 グ ル コ シダ

ゼ 阻害 活 性 成分 の 分 離 　 YWE の 各 種 の α ・ グル コシ ダ

ゼ に対する阻害活性 を 検 討 し た と こ ろ ，YWE は 糖尿 病予防

有 用 と され て いる
桑 葉 よ り は弱い も のの

ウーロ
ン茶（ ヒ ト唾 i 液

ミラ ー ゼ ） 5 ｝ や
緑茶 エ キ ス （ パ

ン酵母由来 α 一
グルコ シ ダ ーゼ

f “ と同等 のα 一グルコシ ダ ー ゼ 阻 害活 性を 示 し た
．そ こ

ラッ ト 小腸
粘膜由 来マル ターゼ阻 害活性IC51 ｝（ inhibitory 　concent

tion ，50
％）

を指慓として YWE （IC ．so ：　9． 8　mg！mL ）
の

分

を進めた とこ ろ，　n 一ブタノール 可 溶部に活性（IC 甜 ：6 ．5　m

ImL ）が 移 行した． こ
れ

を HP20 カラ ム クロマ トグラフィ ーに付 し

水，50 ％MeOH1 水 ，　MeOH で 順次溶 出させると

マルターゼ阻 害活性は50 ％MeOH1水 （ICr 、e ：2． 7 　mghn 　

j 溶 出画 分に濃縮され た． この画 分 をセファ デッ クスLH − 20 カ ラ

ク L コ マ ト
グラフ ィーに付して各フ ラクション 毎に マ ル タ ー ゼ

害 活性を測定 したところ， F 重g．2 に示す 様に MeOH ・水（5：5

で 溶 出さ れ るP− 1 及 びMeOH 一
水（6 ： 4）で 溶出 さ

るP − 2 に 阻害活性の ピ ークが 認 め
ら
れ た．P − 1 は NMR 及

FA|M

謔 閭

t
ェ ー

と
定

し

が
，使用

た
グ

@ 欄

細

@   8

ξ

璽 即 霆 15 ° 耋 n ° 　 50

　咀 　r5Ω　 ’ 一ゐ 　　　　　　　　　　　　　i　nib 　　Fig．2．　Maltase 　i

ibitory 　 actiVities 　of　 Sepha

x 　
LH − 20 　 　 chromatography 　 f 卜

ctions ル
コ ー ス測 定 キッ ト の 測定原 理 η で あ

るグル

ー ス オ キシ ダ ー ゼー パ ーオ キシダ ー ゼ
系を 阻 害し て お り

|1の マル タ ー ゼ阻 害 活 性 は見か け 上 のもので あ っ た．マ ル

ー ゼ 阻 害
活

性 画 分 P ・ 2 は 淡 黄 色で塩 化第 二鉄 試液 陽性

あり， UV スペク トル で はカフェ ー 酸残基に由来する特徴的 な吸収を

すこ とから，320nm を 検出 波長 としてHPLC により分

精製し ， 　
YMI

・1 ， YMI

2 ，　YMI − 3 及びYMI4 と仮称する

分を得た． 3．マルター ゼ阻
害

活 性

成分の 構
造
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CA ，　R5＝H 　　

　　　
YM卜2、　R3 ・R5 ・CA ，　R4・ H 　　

　
　 　　YM 卜

3
、 　

R4
・

・CA，　R3・H 　
　 　

　　

Chleregenic 　 aGid ：R

， A， 　R3＝ R4 ＝ H 　　 　　　　　 CA ・　XX ∠OH 　

　 　　　　　　　　　　　　　 OH 　YMI −4は NMR ，高分解能 FAB

MS により イ ソクエ ル シト リ
ンs）と同定し

た
．ま

た ， YM ］ −1 ，　 YM

|2 及 び YMI − 3は高 分 解 能 FAB ・MS から 何 れも 分 子

C2r 、 Hz ： iOi2 が 与え ら れ ， 　uv ス ペ ク ト ルに

いて も244 及び 328nm
にカフェー 酸に由来 す る 吸収を 共 通 に 示 し

．こ れらの 物質 はキナ 酸のジカフェ オイ ル 誘導 体 と 推定 さ

， YMI − 1 ，　YMI − 2 及 び YMI − 3 は エステ ル 結

  ﾌ 位 置が異なる関係 に あ ると考えられ た．ジカフェオ イルキ ナ酸 はコーヒ

焜 や キク科植物 に 見 出 さ れて おり ． それらの NMR デー
タv｝

との比 較によ

，YMI

1 ，　
YMI

− 2 及 び YMI − 3は 各 々 3 ，4一ジ カ フ ェオ イ
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イル キ ナ 酸 （3，5−DCQA ），4
，
5・ジ カ フ ェ オ イル キ ナ 酸 （4，5−

DCQA ） と同定した．これらの 物質の α 一グル コ シダーゼ 阻 害

活性を測定したところ，
YMI ・1（3，4−DCQA ）は最も強 い マ ル タ

ーゼ 阻害活性 （ICriエ） ： 26μ g！mL ）を示 し，そ の 阻害様 式 は

非拮抗的であっ た （Fig．3）．また，位 置異 性 体 の 3，5一並 び に

4
，
5−DCQA を含 む 3 種 の DcQA は，ほぼ同 等 の α

一ア ミラー

ゼ阻 害活 性を示 した （Table　1）．

Table　l．α
・Glucosidase　inhibitory　actiVities
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　Lineweaver− Burk 　plots 　ofthe　inhibitory

effects 　of 　 　 3 ，4 − DC

　 on 皿 altase 　 以 上 の様に ヤe＝ ン 熱水エ キ ス （

E ＞ のα一 グ ル コシダ ー ゼ 阻害活性 は DCQA 類 によるこ と

明らかとな っ た ． カ フ ェ ー ．
．・酸 及 び クロロゲ ン 酸は α一 グル

シ ダ ーゼ 阻割舌 性 を 示 さ な いこ と
か

ら 活 性 の 発 現 や強 さ

カフェー 酸エス テルの 数や結 合位置 が 重

で あることが明ら かと な っ
た． 　 なお， こ れら の物 質に α

グ ルコシ ダ ー ゼ
阻

害 が 見出さ れた こ と，並 び にヤ ーコ ンよ

の 単離

何れも 今 回の報告が最初で ある ． 4 ．マ

タ ー
ゼ阻害 活 性 成分の1h 卿 o 活性試験 　α一 グル コ シ

ー ゼ
阻害薬

は，食 前或 いは食 直前に投与さ れ るiO ） ことが 多

こ

とから

検体投与
デン

プ

負 荷30分前 龕25° ｛l

15 ： ＋Sヒarch　（2　alkal
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er 　starch 　　ioEdi　n9　　（田「n） 　 Fig．5 ．　Effbcts　of　3，5 − DCQA　on

the 　 glycemic 　response 　 after 　st 肛c旧oad  9  nom組rats．　Sfi

le 　was　administerecl 　oratly 　bef｛）re　loading 　of　starch（2　 g ／ ’kg ）

　 Each　 point 　 shows 　the　mean　± 　S ，E ，　or　5　anima ］
s
．　＊：P＜0．

　and ＊＊

P 〈0 ．Otversus　controis に 設定した ． 　YM

E1 （ 3 ，4 − DCQA ＞ を ラ ット に 経 口 投 与 し，その30 分 後

デン プ ンを経冂負 荷した 場 合の 血糖 値の 推 移 をFig ． 4 に示

た．30mg！kg の投与量 で Cmax （最高血 中濃 度〉に 有意 差

P＜ 0 ．05 ＞が 認 め ら れ ，更に 100mg ！ kg投与により

axと AUC （血中 濃度曲

下面積 ）が有意に（各々 P く O．Ol， Pく 0，05 ）低値を示 し た． 　 また3

5− DCQA では300 　mg ！kg （P く o．01 ）及び 100 　

依g （P くO ．05）の 経口投 与 で対照群に 比べAUC に 有 意 差 が 認 め

られたことから ，3 ，5 − DcQA は 100　mg！kg

上の 投与 量 で血 糖 上 昇抑 制活性を 示 すこと が明ら か とな

た（Fig．5） ． 　 次 に今 回単離さ
れ

た 3 種 のDCQA の 内

最も含量

高い 3 ， 5 ・ DCQA につ いて産地 の 異 な るヤーコ ン か ら調 製
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ス 中の 含量 とマ ル タ
ーゼ阻 害活性 を測 定した （Table　2）、この

数 値 を基 に相 関 を調 べ た とこ ろ，3，5−DCQA 含 量とマ ル タ
ーゼ

阻 害 活 性 に は 相 関係 ts　r＝
− O．906，有意水 準 α ＝ 0．001 で 強

い 相 関 が 認 め られ た （Fig，6）．

　 Table　2．　The　contents 　of 　3，5−DCQA 　and 　maltase 血hibitOry

　 activi 師 es　ofYacon 　extract81D

Producing　 　　　 　 Content．g　of 　Maltase　inhibitOry
　 　 　 　 　 　 　 　 　 3，5−DCQA 　　　　 activities

District　　 Part 　　 （μ 919）　　　 （ICF，o ：mg ！mL ）
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　以 上 の 結 果 か ら，これ らの DCQA 類 がヤーコ ン 地 上 部熱 水

エ キス の α
一グル コ シダーゼ 阻 害 活 性 に 関る重 要な成 分 である

ことが証 明され た．

5．ヤーコ ン 熱水 エ キ ス の 安全性 試験

　 ICR マ ウス を用 い た 単回投 与安全性試験 に お い て ヤ
ー

コ ン

熱水 エ キ ス を技術的に 投与可 能な最大 量で ある 891kg を投

与・しても毒性徴候お よび 死 亡例は 認 められなか っ た．

　 8 日問 反 復投与安 全性試験 に お い て も
一

般 状 態，血 液 生

化 学検査値，病理 学的検査に 特記すべ き毒性 所見 は認め ら

れ ず，ヤ
ー

コ ン 熱水 エ キス は 高い 安全性を有すると考えられ た．

また観 察期 間 終 『後 の 生存動物に っ い ても病理解剖学的検

査 を行 っ たが，異 常 所 見は 認 め られ なか っ た．

　　　　　　　　　　実験 の 部

　 NMR は GX400 （JEOL ），高 分解 能 FAB ・MS は JMS −

SX102A （JEOL ）に て 測定 した．　UV ス ペ クトル は UV −2100S

（Shimadzu ） に よ り 測 定 し た ．　 HPLC は Waters　 600

Multisolvent　Delivery　 Systetn（Millipore）を用 い た．

1）実験動物

　 動 物は Wistar 系 雄性 ラ ッ ト （7 週齢 ），　ICR 系雄 性 マ ウス （6

週 齢）を用 い た ．い ずれ もチ ャ
ール ス リバ ー

社より購入 し，室

温 23± 1℃ ，湿 度 55 ± 15％，換気 13 回 ／ 時 間，12 時 間 明 暗

サ イクル （明 期 ：7：00〜19：00，暗期 ：19：00〜7：00）に 設 定さ

れ た 飼育室 で
一

週 間馴 化した後実 験 に 用 い た．動 物 は ポリカ

ーボ ネ
ー

トケ
ージ （ラッ ト用 ：W22 × D38xH18 　cm ；マ ウス 用 ：

Wl6xD27 × H13c 皿 〉に 収 容 し，オートクレ ー一ブ滅菌（121℃，

15min ）した飼 料 （CRF ・1；オリエ ン タル 酵母   ）及 び 水を 自

由摂取 させ た．実験 は 1群 5 匹 で 行 っ た．

2）ヤ
ー

コ ン 地 上 部熱 水 エ キス の 調製

　 ヤ
ーコ ン は 1994 年 東 京 都 練馬 区 大泉町 4 亅

’
目の 全薬工

業   中 央研 究所 圃場 にて，茨城大学農学部月 橋輝男教授

より恵与 頂 い た ペ ル
ーA 系 の 種芋 を用 い て栽培 した．乾燥 し

たヤ
ー

コ ン 地 ．L部 100g を2．5　L の 沸騰水で 10 分間抽 出 し，

ガーゼ 濾過後濾液を減圧 濃縮した後，終夜 凍 結乾燥 し，21．5

g の ヤ
ーコ ン熱 水 エ キス （YWE ）を得 た．

3）投与検体 の 調製

　YWE 及 びデン プ ン は蒸留 水 に溶解し，　 DCQA は少量の マ

クロ ゴ ール 400 に溶解し，蒸留水で希釈 して 投与した．

4）正 常ラッ トデン プン 負荷試験

　
一

晩 絶食させ た 7週 齢の ラッ トに，2g 〆kg の デン プ ン とYWE

を同 時 に 経 口 投 与した後，尾静脈より経時 的 （投 与 前，投 与

後 15，30，45，60，　90，120 分）に採 血 し，グル コ
ー

ス 濃度をグ

ル コ ース オ キ シ ダーゼ 法 に より測 定した．

5） α 一ア ミラーゼ 阻害 活性

　 α 一ア ミラーゼ阻 害活 性 は DahlqVist の 方法
12＞を改 変 して

行 い ，生成 した 還 元 糖をジニ トロ サリチ ル 酸 （DNS ）法 で 定 量

した、ICr，o は 試料添hliの 場合の マ ル ト
ース 単位 （Sa），試 料 未

添力11時 の B 正ank の マ ル ト
ー

ス 単位 （Sb），　Control及 び Blank

の マ ル トース 単位 （C 及 び B）か ら次 式により求め た．

　 阻害活 1生（％）＝100− ｛（Sa− Sb）／ （C − B）｝x100

6）マ ル タ
ーゼ 及び ス クラーゼ 阻害活 性

（92）
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　粗 酵 素 画 分 は Wistar系 雄性 ラッ ト （10〜15 週齢）の 小 腸

粘膜 よりYoshikunii3）の 方 法 により調 製し，1 分 間 に 1μ mol

の 基 質を消 費す る酵 素 活性 を 1unit とし，マ ル タ
ーゼ活 性測

定 には 1unit ，ス クラーゼ 活 性 測 定に は 0．15　unit の 酵素量

を用 い た．阻害活性 は Horiiら ln｝の 方法 により測 定した．

7）α
一グル コ シ ダーゼ 阻害 活性 成分 の 分離

　YWE 　200　g を 2L の 水 に溶解 し水飽 和 n 一ブタノ
ー

ル で抽

出 （500mLX4 回）後，濃 縮乾 燥し 5．21　g の 淡 褐色残渣を

得 た．n一ブ タノ
ー

ル 可 溶部 をダイア イオ ン HP −20 （三 菱化学）カ

ラム （35 φ × 120mm ） ク u マ トグ ラ フ ィ
ー

に 付 し，水 ，

50％MeOH ！水，　MeOH で 各々 500　 mL 溶 出 後，濃 縮 乾燥 し

50％MeOH1 水 溶 出 部 1．15　g を得 た ．こ の 内，1g を

Sephadex　LH −20 （フ ァ ル マ シ ア ）カ ラム （25 φ × 360　mm ）ク

ロ マ i・グ ラフ ィ
ーに か け ，MeOH ・水（3：7）700　 mL ，　 MeOH 一水

（5：5）500mL
，
　MeOH 一水 （6：4）1000　 mL ，　MeOH ・水 （7：3）

700mL で 順 次 溶 出 し，各分 画 （10　 mL ）の マ ル ターゼ 阻 害

活 性 を 測 定 した．活 性 を示 した MeOH ・水 （6 ：4）溶 出 部 の

Fr．130 〜Fr，135 を集 め マ ル ターゼ阻 害画 分 P−2，100　mg を

得 た ．P −2 は HPLC 〔カ ラム ：YMC ・Pack 　ODS −A （10 φ x

250mm ），移 動 相 ：MeOH −5％AcOH 〆水 （2：8− ・3；7，1．6

mL ！min ，　linear，30　min ）〕で 精製し，　YMI −1 （2　mg ），　YMI ・2

（12mg ），　YMI −3 （2 皿 g）及 び YMI ・4 （4　mg ）を得 た．

YMI −1 （3，4一ジ カフ ェ オ イル キ ナ 酸）
D｝

黄色粉末

High　Resolution　FAB −MS （negative ）m ／z ：515．1200 （M
’

− H ）fbr　C2r，HL，aOi2

UV 　λmax （EtOH ）nm （log　E ）：244 （4．28），328 （4，50）

YMI −2 （3．5一ジカ フ ェ オイル キナ 酸）
1）｝

黄色粉末

High　Resolution　FAB −MS （negative ）m ／i ： 515，1214 （M
｝

− H ）f（）r　C2r，Ht ，P12

UV 　λmax （EtOH ）nm （10g と ）：244 （4，27），328 （4、51）

YMI −3 （4，5一ジカ フ ェ オ イル キナ 酸）
9b

黄色粉末

High 　Resolution　FAB −MS （negative ）M ／− ：515．1228 （M ＋

− H ）for　C29，Hz・．PIL，

UV 　λ max （EtOH ）nm （log　E ）；244 （4．29），328 （4．52）

YMI ・4 （イソクエ ル シ トリン）
H）

淡黄色粉 末

High 　Resolution　FAB −MS （negative ）漉 ： 463 ．0891 （M
＋

一
且＞for　CtiHtoO ：e

UV 　λmax （EtOH ）nm 　aog　E ）：260 （429 ），362 （4，22）

8）3，5−DCQA の 定 量

WE の 騰 エ チノ呵 翻 を，移動 榔 ン 酸 （1−→ 1000）−

THF （31 ：9），流速 ；　1．0　mL ！min ．，カラム ：YMC ・GEL 　ODS −

A 正20 −S5 （4．6 φ × 150　 mm ），検出 ：UV 　320　 nm の HPLC

条件で 3，5−DCQA （保持 時 間 24 　min ）を醸積 法 に より定量 し

た．

9）単 回 投 与安 全 性 試 験

　ICR マ ウス は 被験物質投与 前 17時 間と投 与後 5，5 時 間は

絶食 させ た．YWE の 投与 量は 2，4，
　8　g！kg とし水に 懸濁後 20

mL 〆kg の 割合で 強制 経 1：1投与 した．なお，8g 〆kg は 技術 的 に

投与 可 能な最大 量で あっ た．7 日間の 観 察 期 間を設 けその 間，

一一
般状態 の 観察 と累積死 亡 数を求 め た，また観 察期 問 終 了 後

の 生存動 物 は 剖 検 して 病 理 解剖 学 的 検 査 を行 っ た．

10）8 日 間反 復 投 与 安 全性 試 験

　ICR マ ウス を用 い て YWE （0．3，1，391kg ）を 1 日 1 回，8

日間 反 復 経 口 投 与 して
一．・

般 症 状 を観 察 した．最 終 投 与 24 時

間 後 に は 動 物 を剖検 して 血液 生 化 学 的 検 査 及 び 病 理 学的 検

査を実 施 した．

11）統計処 理

　本 試 験で 得られ た 測定 値は 平均 値及 び標 準 誤 差 を算出 し

た 後，Barlett 法 に より測 定値 の 分 散 を 95％ 信 頼 限 界で 検 定

し．て 等分散性 を確 認 し，2 群 の 場 合 は Student’s　t−test により，

多群 の 場 合 に は Dunnett 法 に より平 均 値 の 比 較を行 っ た ．

AUC は 各 時間 の 血糖値か ら投与前の 血糖値 を差し引 き，0 か

ら最終測定時 間 まで の 値を台形 式 に より算出し た．な お ，

P く 0．05 を統計学的 に 有意差 ありと判定 した．

　　　　　　　　　　　 考 察

YWE の 血糖 上 昇抑制 活 性 に は既 に報 告 した 胃か ら腸 へ の

糖輸送 遅延 効果
：S｝に加 え，今回 見 出され た α

・グル コ シ ダ
ー

ゼ

阻害活性 も関与 して い ることが 明か となっ た．

YWE とデン プン の 同時投与試験 （Fig，1）に おい て，低投

与量の 場合に 90 分以 降に 血 糖上 昇が認め られたこ とに つ い

て は，クロ ロ ゲ ン 酸をラッ トに 経 口 投与した 場合，1 時間後に は

（93）
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投 与した クロ ロゲ ン 酸 の 43 ％ が 小 腸 か ら回 収 され，以 後も 漸

減した とす る Terao らの 報 告
15｝や，3，5−DCQA を 皮 下投 与し

た 場 合 は 血 漿 中 に 検 出 されるの に 対 し，経 口 投与で は 検出 出

来 な い とす る Takenaka らの 報告
16｝
を 考え 合わ せ ると YWE

に 含 まれ る 3，4−DCQA な どの DCQA 類 は 小 腸 に 到 達後，小

腸 粘膜 に 存在 す るマ ル タ
ーゼを肌 害し，血糖．．卜昇 抑 制 作用 を

もたらす が ，徐 々 に代 謝 を受 け，投 与 1時 間 後以 降，特 に 低用

量 の 場 合 に は 糖 の 分 解 を．充 分 に抑 制 しきれ な い 程 度 に 小 腸

粘 膜 に お ける濃 度 が 低 下 した た め に 起 きたもの と考え られ た．

　また，共 存す る 3，5−，並 び に 4，5・DCQA にもア ミラー一・ゼ 及 び

マ ル ターゼ の 阻害 活性 があ り，ヤ
ー

コ ン の α 一グル コ シ ダ
ーゼ

阻 害活 性 はこ れ らの DCQA 類 に 由来 す るこ とが 明 らか となっ

た．DCQA 類 は 春 菊
IT），ヨ モ ギ な ど 多くの キ ク科植物や ＝

一一・
ヒ

ー
豆 に 含 まれ て い る ことが 知 られ て い るが，α

一グル コ シダーゼ

阻 害活 性 が 見 出され た の は 今 回 が 最初で ある、また，ク ロ ロ ゲ

ン 酸 に は Na
’“
依存性の グル コ

ース 取 りこみ を阻 害す る作 用 の

あるこ とが 報告
18｝され て お り，ヤ

ー
コ ン 中の クロ ロ ゲン 酸 類 は 糖

質の 分 解 及 び 吸 収 阻 害に 重 要な 役割 を担 っ て い ると考え られ

る．以 上の ような 結 果か らヤ
ーコ ン 地 上 部 は糖 尿 病 発 症 予 防

に有 用 な素 材 と考 えられ た ．
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